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第
１
回
定
例
会
（
2
月
19
日
～
3
月
30

日
）
で
は
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表

し
正
保
み
き
お
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
区
長
か
ら
は
２
０
２
０
年
度
予
算
を
は

じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

感
染
予
防
と
子
ど
も
、
保
護
者
、
中
小
業
者
へ
の
支
援
を

　
2
0
2
0
年
度
予
算
案
は
、
共
産
党
区
議

団
が
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
全
戸
配
布
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
や
産
業
実
態
調
査
な
ど
一
定
の
前
進
が
あ

る
も
の
の
、
区
民
館
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
と
経
済
へ
の
影
響
が

深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
東
区
で
も
３
月
２
日
か
ら
小
中
学
校
、

幼
稚
園
の
一
斉
休
校
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
議
会
で
は
、
予
算
委
委
員
会
の
最
終
日
、

区
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を

う
け
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
教
育
委
員
会
に

対
し
、
①
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
や
学
童
保
育
に

つ
い
て
、
平
日
午
前
中
か
ら
の
開
設
に
対

応
で
き
る
職
員
を
確
保
し
、
子
ど
も
た
ち

　

水
害
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
水
害
啓
発
冊

子
、
防
災
備
蓄
用
ラ
ジ
オ
が
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま

す
。
マ
ッ
プ
と
冊
子
は
、
洪
水
・
高
潮
の
浸
水
深
さ
・

継
続
時
間
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
（
88
・

5
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
を
災
害
時
や
平
時
か
ら
の
防
災
意
識
の

向
上
に
役
立
て
ま
す
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
早

く
か
ら
繰
り
返
し
全
戸
配
布
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

全世帯に配布されるハザードマップ

て
中
小
業
者
向
け
融
資
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
や
公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
条

例
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
区
民
負
担

増
の
中
止
や
暮
ら
し
守
る
施
策
の
拡
充
を

図
る
組
替
え
提
案
を
行
い
反
対
し
ま
し
た
。

設
等
の
使
用
料
値
上
げ
を
は
じ
め
、保
育
料
、

学
校
給
食
費
、
国
保
料
、
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
全
世
代
に
負
担
増
を
強
い
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
基
金
は
毎
年
積
み
増
し
し

て
、
3
月
末
で
１
４
５
７
億
円
と
過
去
最
高

を
更
新
。
正
保
議
員
は
「
区
民
へ
の
負
担
増

の
必
要
な
ど
全
く
な
い
」
と
批
判
。
区
民
の

を
最
大
限
受
け
入
れ
る
こ
と
②
私
立
学
童

に
対
し
て
も
人
件
費
補
助
を
行
う
こ
と
③

マ
ス
ク
や
消
毒
液
に
つ
い
て
、
区
の
備
蓄

等
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
④
児
童
館
の
再

開
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
⑤
お
弁
当
を
用
意
で
き
ず
、

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

た
め
ら
う
よ
う
な
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
⑥
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
も
活
用
し
、
子
ど
も
の
状
況
把
握
に
努

め
る
こ
と
⑦
学
校
給
食
の
食
材
納
入
業
者

へ
の
補
償
を
行
う
こ
と
な
ど
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
に
は
、
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
て
い
る
区
民
か
ら
、
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
内
の
保
育
施
設
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ら
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
手

に
入
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
区
と
し
て
支
援
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
の
新
た
な
融
資
の

創
設
や
国
民
健
康
保
険
料
等
の
支
払
い
猶

予
な
ど
、
中
小
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
よ

命
と
暮
ら
し
・
営
業
を
守
る
た
め
、
た
め
込

み
基
金
も
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
対
策
、

就
学
援
助
の
拡
充
、
学
校
給
食
の
無
料
化
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
や
重
度
介
護
手

当
、
保
健
師
等
の
増
員
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
な
ど
17
項
目
を
提
案
。
約
27
億
円
を
増

額
す
る
予
算
組
み
替
え
を
求
め
ま
し
た
。

　
新
長
期
計
画
は
、
本
区
の
人
口
急
増
と
行

政
需
要
が
増
大
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

間
委
託
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
利
活
用
に

よ
る
職
員
の
削
減
、「
自
己
責
任
」「
受
益
者

負
担
」
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
抑
制
と
負
担

増
の
一
方
で
、
臨
海
部
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

誘
致
を
盛
り
込
む
な
ど
、
大
型
開
発
を
一
層

推
進
す
る
方
向
で
す
。

　

正
保
議
員
は
、「
東
京
都
が
Ｉ
Ｒ
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
・
宿
泊
施
設
・
カ
ジ
ノ
施
設
で
構

成
）を
江
東
区
青
海
に
検
討
し
て
い
る
中
で
、

カ
ジ
ノ
頼
り
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
誘
致
す
る

の
か
」「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
増
や
し
地

域
経
済
を
破
壊
す
る
カ
ジ
ノ
は
認
め
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
表
明
す
べ
き
だ
」
と
質
問
。
区
は

「
都
か
ら
情
報
提
供
が
な
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 5
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ザ
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Ｒ
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た
め
込
み
金
の
活
用
を

区内業者と共に区に支援を要請する区議団（3月17日）

一斉
休
校

子
ど
も
の
居
場
所
確
保
を
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

う
要
請
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
休
校
要
請
、
イ
ベ
ン

ト
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
仕
事
や
収
入
を
奪

わ
れ
た
人
や
事
業
者
に
は
、
国
の
責
任
で

所
得
補
償
や
助
成
を
行
う
な
ど
の
「
緊
急

経
済
対
策
の
提
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
自
粛
要
請
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
補
償
と

セ
ッ
ト
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

議案 共
産
自
民

民
政
ク（
※
）

公
明

あ
維
未（
※
）

無所属

市
民
無
所
属

ネ
ッ
ト

自
由
会

令和２年度予算
（一般会計）

× ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和2年度補正予算
（新型コロナ対策融資）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公共施設の施設使用料
を一律20%値上げする
条例

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

国民健康保険料を
値上げする条例

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

「消費税の引き下げ等、
国に意見書の提出を
求める陳情」を不採択

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

「公共施設の使用料
値上げ撤回を求める
陳情を」不採択

× ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

※民政クラブ…立憲民主党、国民民主党、無所属の議員が所属
※あ維未…あたらしい党・維新の党・未来会議の議員が所属

●第１回定例会の主な議案や陳情に対する各会派等の態度

保
育
園
、高
齢
者
施
設
へ
の

マ
ス
ク
等
の
支
援
を

自
粛
は
補
償
と
セ
ッ
ト
で

第1回
定例会

暮
ら
し
守
る
予
算
へ
組
替
え
を
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今
定
例
会
で
は
、
区
内
の
商
工
団

体
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
「
消
費
税

を
５
％
に
引
き
下
げ
る
等
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
」
を
求
め
る

陳
情
が
区
民
環
境
委
員
会
で
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
自
民
委
員
は
、
昨
年
10
月
か
ら
増

税
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
「
不

採
択
に
す
べ
き
」
と
発
言
。
採
決
の

結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
年
４
月
か
ら
の
保
育

料
値
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
」
を
求

め
る
陳
情
お
よ
び
「
区
民
館
や
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
江
東
区
の
公
共
施
設

使
用
料
の
20
％
値
上
げ
実
施
を
撤
回

す
る
こ
と
」
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て
も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
自
民

党
や
民
政
ク
ラ
ブ
か
ら
「
予
算
委
員

会
や
議
案
審
査
で
す
で
に
決
ま
っ
た

こ
と
」。等
と
意
見
が
出
さ
れ
、自
民
、

民
政
ク
ラ
ブ
、
公
明
、
あ
・
維
・
未

な
ど
が
不
採
択
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　
共
産
党
区
議
団
は
「
区
民
へ
の
負

担
増
は
行
う
べ
き
で
な
い
」
と
主
張

し
陳
情
採
択
を
求
め
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

を
求
め
る
流
れ
が
、
い
ま
世
界
で
大

き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
江
東
区
と
し
て

　
現
在
、
江
東
区
内
で
は
更
新
時
期

を
迎
え
た
家
屋
、
ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ

ン
等
の
建
て
か
え
や
空
き
家
と
な
っ

て
い
る
物
件
の
除
却
等
が
行
わ
れ
て

　
高
す
ぎ
る
国
保
料
に
悲
鳴
が
上
が
っ
て

お
り
、
加
入
世
帯
の
約
３
割
、
２
万
世
帯

を
超
え
る
滞
納
が
常
態
化
。正
保
議
員
は
、

公
費
繰
り
入
れ
に
よ
る
保
険
料
値
上
げ
回

の基金活用で住民要求の前進を！

共産党の提案が実現！
窓口にヒアリングループ設置など

区
民
の
陳
情「
不
採
択
」に

避
と
、
子
ど
も
の
均
等
割
保
険
料
の
軽

減
を
要
求
。
区
は
「
値
上
げ
は
避
け
ら

れ
な
い
」「
均
等
割
軽
減
は
都
・
国
の
責

任
」
と
答
弁
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
医
療
保
険
料
の

大
幅
値
上
げ
に
つ
い
て
も
過
重
負
担
だ

と
し
て
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
介
護
現
場
で
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
も
と
で
、
介
護
職
員

や
介
護
職
を
め
ざ
す
若
者
が
、
専
門
性

を
発
揮
し
て
誇
り
を
も
っ
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
国
へ
の
処
遇
改
善
と
、
区

独
自
の
介
護
従
事
者
家
賃
補
助
を
提
案
。

生
活
援
助
の
削
減
な
ど
国
の
制
度
改
悪

 

正
保
み
き
お
議
員

に
つ
い
て
、
区
は
「
拙
速
な
検
討
を
避

け
慎
重
を
期
す
よ
う
求
め
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　
本
区
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
教
員
の
在

校
時
間
は
、
国
が
定
め
る
「
月
残
業
４
５

時
間
」
を
超
え
て
働
い
て
い
る
教
員
が
小

学
校
で
51
・
８
％
、
中
学
校
で
39
・
６
％
、

過
労
死
ラ
イ
ン
80
時
間
超
が
２
３
７
人
に

上
り
ま
す
。

　
正
保
区
議
は「
も
う
体
が
も
ち
ま
せ
ん
」

な
ど
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声

を
紹
介
。教
員
の
定
数
増
と
業
務
の
削
減・

簡
素
化
、
安
全
配
慮
な
ど
、
異
常
な
長
時

間
労
働
の
是
正
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
「
教
員
の
業
務
は
長
時

間
化
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、「
実

態
に
即
し
た
教
員
の
配
置
に
努
め
る
」「
勤

怠
時
間
を
正
確
に
把
握
す
る
」
な
ど
と
答

弁
。

　
正
保
議
員
は
、
長
時
間
労
働
に
拍
車
を

か
け
、
子
ど
も
の
教
育
も
教
員
の
健
康
も

脅
か
す「
1
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

導
入
を
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
第
1
回
定
例
会
で
は
、
手
話
言

語
の
普
及
及
び
障
害
者
の
意
思
疎

通
の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
全
会

派
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
共
産
党
区
議
団
が
提
案
し
て

き
た
難
聴
者
の
聞
こ
え
を
支
援
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
が
障
害
者
支
援
課

の
窓
口
に
設
置
さ
れ

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
増
設
や
産
業
実
態

調
査
の
実
施
、
ス
ク
ー

国
保
・
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
中
止
を

プ
ー
ル
事
故
の
再
発
防
止
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
を
！

解
体
工
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
策
の
強
化
を

消
費
税
を
5
％
に

　
　
　
引
き
下
げ
る
陳
情

「
保
育
料
」「
施
設
使
用
料
」

値
上
げ
撤
回
の
陳
情
も

 

大
つ
き
か
お
り
議
員

 

赤
羽
目
た
み
お
議
員

教
員
の
異
常
な

長
時
間
労
働
の
是
正
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
だ
と

指
摘
。
男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
の

た
め
に
、
８
割
近
く
を
女
性
が
占
め

る
区
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
、
女
性
の
幹
部
職
員

を
増
や
す
と
と
も
に
、
各
種
審
議

会
な
ど
の
女
性
の
割
合
を
増
や
し
、

政
策
や
意
思
決
定
の
場
で
女
性
の

意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
等
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
区
は
、「
区
の
幹
部

職
員
の
女
性
の
割
合
は
14
・
5
％
だ

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
昨
年
度
は
、
区

内
で
3
6
2
件
解
体
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
区
役
所
に
は

解
体
工
事
に
関
す
る
相
談
や
苦
情

が
5
0
0
件
以
上
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
共
産
党
区
議
団
に
も
「
重
機
を

屋
根
や
壁
に
ぶ
つ
け
ら
れ
損
害
を
受

け
た
」「
境
界
部
分
の
塀
を
説
明
も

な
い
ま
ま
壊
さ
れ
た
」「
工
事
業
者

と
話
が
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
羽
目
議
員
は
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防

が
、
係
長
級
を
含
め
る
と
41
・
6
％
で
、

一
定
程
度
、
登
用
が
進
ん
で
い
る
」「
審

議
会
の
女
性
の
参
画
率
は
29
％
で
、
な

か
な
か
上
が
ら
な
い
状
況
」「
積
極
的
な

女
性
の
登
用
を
個
別
に
働
き
か
け
て
い

き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

＊
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
生
物
学
的
な
男
性
、
女

性
と
い
う
区
別
で
は
な
く
、
社
会
が
構
成
員
に

対
し
て
押
し
付
け
る
「
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
」

「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
、
男
性
は
こ
う
あ
る

べ
き
」
な
ど
の
行
動
規
範
や
役
割
分
担
な
ど
を

指
し
、「
社
会
的
・
文
化
的
に
創
り
上
げ
ら
れ

た
性
差
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

止
す
る
た
め
に
も
解
体
工
事
開
始
前
に
住

民
に
対
し
十
分
に
周
知
・
説
明
を
行
う
べ

き
と
述
べ
「
江
東
区
で
は
、
解
体
工
事
の

標
識
設
置
は
工
事
開
始
の
２
週
間
前
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
足
立
区
等
の
よ
う
に

30
日
前
に
標
識
を
設
置
す
べ
き
」ま
た「
解

体
工
事
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模

以
上
の
解
体
は
、
説
明
会
の
開
催
が
必
要

で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
区
は
「
標
識
設
置
の

期
間
に
つ
い
て
見
直
す

考
え
は
な
い
。
説
明
会

の
開
催
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
今
後
の
研

究
課
題
と
し
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
、
有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
屋
内
プ
ー
ル
の
水
泳
教
室
に
お
い

て
、
小
１
男
児
が
溺
れ
、
一
時
意
識
不

明
に
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
管
理
・
運
営
を
区
の
外

郭
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
公
社
が
指
定
管
理

者
と
な
り
、
水
泳
教
室
を
民
間
事
業
者

に
委
託
。

　

公
社
は
3
月
10
日
、
区
へ
事
故
の
検

証
結
果
と
再
発
防
止
策
の
最
終
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
検
証
結
果
、「
指
導
員
が

約
10
分
間
、
目
を
離
し
た
」「
公
社
の
承

認
を
得
ず
に
監
視
員
数
を
減
ら
し
て
い

た
」「
監
視
台
が
取
り
除
か
れ
て
い
た
」

こ
と
な
ど
が
判
明
。
公
社
は
、
事
故
後
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
指
導
員
を
配
置
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
、
管
理
の
徹
底
等
、

安
全
確
保
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
予
算
委
員
会
で
、「
事
故
の

起
こ
っ
た
水
泳
教
室
は
自
主
事
業
な
の

で
、
区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
事
業
の

対
象
外
」
な
ど
と
答
弁
。

　

正
保
議
員
は
「
区
は
設
置
者
と
し
て

監
督
・
指
導
責
任
が
あ
る
」
と
批
判
。

直
接
子
ど
も
を

見
る
指
導
員
の

増
員
、
プ
ー
ル

全
体
を
監
視
で

き
る
監
視
員
・

監
視
台
の
増
配

置
を
求
め
ま
し

た
。

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増

員
、「
ま
な
び
塾
」
拡
充
、
障
害

者
入
所
施
設
の
整
備
、
引
き
こ
も

り
支
援
の
充
実
な
ど
皆
さ
ん
と
ご

一
緒
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

1,457億円

ヒアリングループが設置される
障害者支援課の窓口

有明スポーツセンター



（ 1 ） （ 4 ）

　
第
１
回
定
例
会
（
2
月
19
日
～
3
月
30

日
）
で
は
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表

し
正
保
み
き
お
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

　
区
長
か
ら
は
２
０
２
０
年
度
予
算
を
は

じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

感
染
予
防
と
子
ど
も
、
保
護
者
、
中
小
業
者
へ
の
支
援
を

　
2
0
2
0
年
度
予
算
案
は
、
共
産
党
区
議

団
が
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
の
全
戸
配
布
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
や
産
業
実
態
調
査
な
ど
一
定
の
前
進
が
あ

る
も
の
の
、
区
民
館
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
と
経
済
へ
の
影
響
が

深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
江
東
区
で
も
３
月
２
日
か
ら
小
中
学
校
、

幼
稚
園
の
一
斉
休
校
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
議
会
で
は
、
予
算
委
委
員
会
の
最
終
日
、

区
教
育
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を

う
け
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
教
育
委
員
会
に

対
し
、
①
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
や
学
童
保
育
に

つ
い
て
、
平
日
午
前
中
か
ら
の
開
設
に
対

応
で
き
る
職
員
を
確
保
し
、
子
ど
も
た
ち

　

水
害
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
水
害
啓
発
冊

子
、
防
災
備
蓄
用
ラ
ジ
オ
が
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま

す
。
マ
ッ
プ
と
冊
子
は
、
洪
水
・
高
潮
の
浸
水
深
さ
・

継
続
時
間
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
（
88
・

5
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
を
災
害
時
や
平
時
か
ら
の
防
災
意
識
の

向
上
に
役
立
て
ま
す
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
早

く
か
ら
繰
り
返
し
全
戸
配
布
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

全世帯に配布されるハザードマップ

て
中
小
業
者
向
け
融
資
を
盛
り
込
ん
だ
補

正
予
算
や
公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
条

例
等
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
区
民
負
担

増
の
中
止
や
暮
ら
し
守
る
施
策
の
拡
充
を

図
る
組
替
え
提
案
を
行
い
反
対
し
ま
し
た
。

設
等
の
使
用
料
値
上
げ
を
は
じ
め
、保
育
料
、

学
校
給
食
費
、
国
保
料
、
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
全
世
代
に
負
担
増
を
強
い
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
基
金
は
毎
年
積
み
増
し
し

て
、
3
月
末
で
１
４
５
７
億
円
と
過
去
最
高

を
更
新
。
正
保
議
員
は
「
区
民
へ
の
負
担
増

の
必
要
な
ど
全
く
な
い
」
と
批
判
。
区
民
の

を
最
大
限
受
け
入
れ
る
こ
と
②
私
立
学
童

に
対
し
て
も
人
件
費
補
助
を
行
う
こ
と
③

マ
ス
ク
や
消
毒
液
に
つ
い
て
、
区
の
備
蓄

等
か
ら
支
援
を
行
う
こ
と
④
児
童
館
の
再

開
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
⑤
お
弁
当
を
用
意
で
き
ず
、

き
っ
ず
ク
ラ
ブ
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

た
め
ら
う
よ
う
な
事
態
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
⑥
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
も
活
用
し
、
子
ど
も
の
状
況
把
握
に
努

め
る
こ
と
⑦
学
校
給
食
の
食
材
納
入
業
者

へ
の
補
償
を
行
う
こ
と
な
ど
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
に
は
、
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
て
い
る
区
民
か
ら
、
様
々

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
内
の
保
育
施
設
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ら
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
が
手

に
入
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
区
と
し
て
支
援
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
の
新
た
な
融
資
の

創
設
や
国
民
健
康
保
険
料
等
の
支
払
い
猶

予
な
ど
、
中
小
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
よ

命
と
暮
ら
し
・
営
業
を
守
る
た
め
、
た
め
込

み
基
金
も
積
極
的
に
活
用
し
、
防
災
対
策
、

就
学
援
助
の
拡
充
、
学
校
給
食
の
無
料
化
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
や
重
度
介
護
手

当
、
保
健
師
等
の
増
員
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
な
ど
17
項
目
を
提
案
。
約
27
億
円
を
増

額
す
る
予
算
組
み
替
え
を
求
め
ま
し
た
。

　
新
長
期
計
画
は
、
本
区
の
人
口
急
増
と
行

政
需
要
が
増
大
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

間
委
託
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
利
活
用
に

よ
る
職
員
の
削
減
、「
自
己
責
任
」「
受
益
者

負
担
」
に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
抑
制
と
負
担

増
の
一
方
で
、
臨
海
部
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

誘
致
を
盛
り
込
む
な
ど
、
大
型
開
発
を
一
層

推
進
す
る
方
向
で
す
。

　

正
保
議
員
は
、「
東
京
都
が
Ｉ
Ｒ
（
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
施
設
・
宿
泊
施
設
・
カ
ジ
ノ
施
設
で
構

成
）を
江
東
区
青
海
に
検
討
し
て
い
る
中
で
、

カ
ジ
ノ
頼
り
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
誘
致
す
る

の
か
」「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
増
や
し
地

域
経
済
を
破
壊
す
る
カ
ジ
ノ
は
認
め
な
い
と

ハ
ッ
キ
リ
表
明
す
べ
き
だ
」
と
質
問
。
区
は

「
都
か
ら
情
報
提
供
が
な
い
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 5

/
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臨
時
本
会
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6
/
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・
陳
情
締
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切
り

6
/
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11	

本
会
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15	

企
画
総
務
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会
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厚
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員
会

	
	

建
設
委
員
会

	

17	

区
民
環
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会

	
	

文
教
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会

	

19	

議
会
運
営
委
員
会

	

22	

清
掃
港
湾
・
臨
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部
特
別
委
員
会

	

23	

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

	
	

特
別
委
員
会

	

24	

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対
策

	
	

特
別
委
員
会

	

25	

高
齢
者
支
援
・
介
護
保
険
制
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特
別
委
員
会

	

30	

本
会
議

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
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・
防
災
ラ
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オ
全
戸
へ 

提
案
実
る

江
東
区
に
Ｉ
Ｒ
型
カ
ジ
ノ

誘
致
す
る
な
！

値
上
げ
中
止

　
　
た
め
込
み
金
の
活
用
を

区内業者と共に区に支援を要請する区議団（3月17日）

一斉
休
校

子
ど
も
の
居
場
所
確
保
を

議会日程（予定）

江 東 区 議 団江 東 区 議 団
ニュースニュース
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ホームページ http://www.jcp-kotokugidan.gr.jp
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

う
要
請
し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
休
校
要
請
、
イ
ベ
ン

ト
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
仕
事
や
収
入
を
奪

わ
れ
た
人
や
事
業
者
に
は
、
国
の
責
任
で

所
得
補
償
や
助
成
を
行
う
な
ど
の
「
緊
急

経
済
対
策
の
提
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
自
粛
要
請
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
補
償
と

セ
ッ
ト
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

議案 共
産
自
民

民
政
ク（
※
）

公
明

あ
維
未（
※
）

無所属

市
民
無
所
属

ネ
ッ
ト

自
由
会

令和２年度予算
（一般会計）

× ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

令和2年度補正予算
（新型コロナ対策融資）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公共施設の施設使用料
を一律20%値上げする
条例

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

国民健康保険料を
値上げする条例

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

「消費税の引き下げ等、
国に意見書の提出を
求める陳情」を不採択

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

「公共施設の使用料
値上げ撤回を求める
陳情を」不採択

× ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

※民政クラブ…立憲民主党、国民民主党、無所属の議員が所属
※あ維未…あたらしい党・維新の党・未来会議の議員が所属

●第１回定例会の主な議案や陳情に対する各会派等の態度

保
育
園
、高
齢
者
施
設
へ
の

マ
ス
ク
等
の
支
援
を

自
粛
は
補
償
と
セ
ッ
ト
で

第1回
定例会

暮
ら
し
守
る
予
算
へ
組
替
え
を




